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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はリポキシゲナーゼ遺伝子ファミリーのメンバーをコードし、アラキドン酸からロイコトリエンを合成する二重の役割を果たします。骨髄由来細胞で特異的に発現するこのタンパク質は、アラキドン酸から5(S)-ヒドロペルオキシ-6-トランス-8,11,14-シス-エイコサテトラエン酸への変換、そしてさらにアリルエポキシドである5(S)-トランス-7,9-トランス-11,14-シス-エイコサテトラエン酸（ロイコトリエンA4）への変換を触媒します。ロイコトリエンは、多くの炎症性およびアレルギー性疾患の重要なメディエーターです。この遺伝子のプロモーター領域の変異は、喘息治療に使用される抗ロイコトリエン薬に対する反応を減弱させ、動脈硬化症やいくつかの癌にも関連する可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2012年1月],触媒活性：アラキドン酸 + O(2) = ロイコトリエンA(4) + H(2)O.,補因子：サブユニットあたり1個の鉄イオンを結合する。,補因子：サブユニットあたり2個のカルシウムイオンを結合する。,機能：ロイコトリエン生合成の最初のステップを触媒し、炎症プロセスにおいて役割を果たす。,経路：脂質代謝；ロイコトリエンA4生合成。,PTM：MAPKAPK2によるセリンリン酸化はアラキドン酸によって刺激される。PKAによるSer-523のリン酸化は阻害効果を有する。 Ser-272のリン酸化は核からの輸送を阻害する。,類似性：リポキシゲナーゼファミリーに属する。,類似性：リポキシゲナーゼドメインを1つ含む。,類似性：PLATドメインを1つ含む。,細胞内局在：細胞質と核の間を往復する。Ser-272がリン酸化されると、核内にのみ存在する。カルシウム結合により、細胞質および核マトリックスから核膜および膜結合への移行が促進される。,サブユニット：ALOX5APおよびLTC4Sと相互作用する。,
	研究分野
	アラキドン酸代謝;
	画像データ
	

	アラキドン酸5リポキシゲナーゼ（リン酸化Ser271）抗体を用いた、リン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	アラキドン酸5リポキシゲナーゼ（リン酸化Ser271）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	アラキドン酸5リポキシゲナーゼ（リン酸化Ser271）抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

